
破
戒

・
悪
行
説
話

の
一
考
察
 

「
今
昔物
語
集
」
巻
十
三
の
三
十
七
話
を
手
が
か
り
に

 

石
 

橋
 

義
 

秀

 

一
 

「
今
昔物
語
集
」
本
朝
・
仏
法
部
に
破
戒

・
悪
行
説
話
は
少
な

か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
説
話
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

一
様
で

は
な
い
。
小
論
で
は
、
特
に
巻
十
三
 
「無
漸
破
戒
僧
、
諭
法
花
寿

量

一
品
語
第
三
十
七
」
を
手
が
か
り
に
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。
 

巻
十
三
の
三
十
七
話
に
登
場
す
る
香
隆
寺
の
定
修
僧
都
の
弟
子

 

の
僧
は
、
「
形ハ
僧
也
ト云
ヘ
ド
モ
、
ョ
引
建

胤
「刊
日
剰
引

鳶
」
ズ
ン
H
、
輝

フ
様
只
俗
ニ
石
発
ズ
o
常
ニ
手
ニ
弓
箭
ヲ
持

 

チ
、
腰
ニ
刀
銀
ヲ
帯
シ
テ
、
諸
川
）
ハ
劃
『
H到
）行
引
矧
刊
。
亦
、
鳥

獣
ヲ
見
テ

ハ
必
ズ
此
レ
ヲ
射
殺
ス
、
魚
肉
ヲ
見
テ

ハ
悉
ク
此
レ
ヲ

食
吸
ス
。
樹
剃
川
釧
閑
列
引
］
勺剖
『
口
］
囚d
側

H
N
割
引
剛
引
。
 

モ
 

タ
 

カ
 

ケ

 

然
レ
バ
、
手

ニ
念
珠
ヲ
不
持
ズ
、
肩
ニ
袈
裟

ヲ
不
懸
ズ
。」
【
注1
】
 
 

と
い
う
徹
底
し
た
破
戒
・
無
漸
の
者
で
あ
る
。
〔
こ
の
説
話
の
出典

で
あ
る
「
法
華
験
記
」
巻
中
・
七十
六
に
は
「
形
は
比
丘
な
り
と
い
へ
ど

も
、
心
は
俗
に
あ
る
に
似
た
り
。
手
に
弓
箭
を
持
ち
、懐
に
刀
剣
を
納
れ

て
、
諸
の
鳥
獣
を
見
れ
ば
、
必
ず
こ
れ
を
射
殺
し
、
も
し
魚
鳥
を
見
れ
ば
、
 

必
ず
こ
れ
を
食
し
畷
ひ
ぬ
。
況
や
手
に
念
珠
を
持
ち
、
肩
に
袈
裟
を
繋
け

む
や
。」
【
注2
】
とあ
る
。〕
「
今昔
物
語
集
」
 の
編
者
は
、
右
記
の
引

用
に

傍
線

を
付
し

た
「
三
宝
ヲ
肴
僚
ズ
、
因
果

ヲ
群

mズ
シ

テ
、」
・
「
諸
ノ
不
善
・
悪
行
ヲ
好
ム
。」
・
「
心ニ
愛
欲
深
ク
シ
テ
、
 

常

ニ
女
ニ
触
レ
ム
事
ヲ
願
フ
。」
 の
部
分
を
付
加
し
、
こ
の
僧
の

破
戒
・
無
漸
を

一
層
強
調
し
て
い
る
。
 

つ
ま
り
、
こ
の
僧
は
仏
法
を
信
ぜ
ず
殺
生
な
ど

の
破
戒
・
悪
行

の
限
り
を
尽
く
す
と
記
さ
れ
て
あ
り
、
と
て
も
出
家
に
値
し
な
い

極
悪
人
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
は
ど
う
い
う
つ
も
り
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で
あ
ろ
う
か

「
法
花
経

ノ
寿
量
一
品

ヲ
雌

テ
、
身
ノ
磁
レ
ヲ

府
瑠
ズ
、
毎
日

ニ
必
ズ

ー
遍
ヲ
読
論
」
 し
た
と

い
う
o
〔
出典
の
 

「法
華
験
記
」
 に
は

「た
だ
法
華
経
の
寿
量
一
品
を
持
し
て
、
毎
日
に
闘

け
ず
必
ず
論
せ
り
。」
と
あ
る
。〕
極
悪
人
で
は
あ
る
が
、
法
華
経

の

霊
験
に
す
が
り
救
わ
れ
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の

後
、
こ
の
悪
僧
は
香
隆
寺
を
去
り
、
法
性
寺
の
座
主
源
心
僧
都
の

弟
子
に
な
り
、
僧
都
に
随
っ
て
い
る
う
ち
に
、
重
病
に
な
っ
た
と

い
う
。
そ
こ
で
源
心
僧
都
は
こ
の
僧
に
戒
を
授
け
た
。
僧
は
受
戒

し
て
後
、
寿
量
品
を
諭
し
、
「得
入
無
上
道
 
速
成
就
仏
身
」
 の

文
に

い
た
る
時
に
心
静
か
に
命
終
し
た
。
〔
「法
華
験
記
」
に
は

「
後

に
法
性
寺
の
座
主
源
心
僧
都
に
付
き
て
、
車
宿
に
宿
れ
り
。
乃
至
、
最
後

に
重
き
病
を
請
け
取
り
て
、
決
定
し
て
、
当
に
死
す
べ
し
。
僧
都
一
生
の

不
善
を
観
じ
、臨
終
の
重
き
病
を
聞き
て
、
憐
懲
の
情
を
発
し
、
か
の
僧

に
戒
を
授
く
。
 

」
と
あ
る
。〕
 

「今
昔
物
語
集
』
 の
編
者
は
、
話
末
に

「
年
来無
漸
也
ト
云
へ

 

ア
ヒ
 

ウ
セ

 

ド
モ
、
最
後

ニ
縁
ニ
値
テ
戒
ヲ
受
テ
、
法
花
経
ヲ
読
論
シ
テ
失
ヌ

レ
バ
、
必
ズ
悪
道
ヲ
離
レ
ヌ
ト
ゾ
見
聞
ク
人
貴
ビ
ケ
リ
ト
ナ
ム
語

リ
伝
ヘ
タ
ル
ト

ヤ
。」
と
『
法
華
験
記
」
 に
記
さ
れ
て
い
な
い
感

想
を
付
加
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
頃
、
無
漸
破
戒
の
悪
人
で
あ

っ
て
も
、
病
気
に
な
り
〔
死
の
直
前
に
〕
戒
を
受
け
た
功
徳
、
ま

た
臨
終
に
法
華
経
を
読
論
し
た
功
徳
に
よ
り
、
悪
道
に
堕
す
こ
と
  

を
免
れ
た
と
い
う
編
者
の
感
想
で
あ
る
。
 

「
今昔
物
語
集
」
巻
十
三
に
は
法
華
経
の
霊
験

・
功
徳
説
話
が

特
集
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
説
話
（
巻
十
三
e
三
十
七
）
も
法
華
経
の

霊
験
の
あ
ら
た
か
さ
、
功
徳
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
説
話
の
題
目
に
、

「
〔
無漸
破
戒
僧
〕
論
法
花
寿
量
一
品

語
」
 と
あ
る
か
ら
、
〔
無
漸破
戒
の
僧
で
あ
っ
て
も
〕
法
華
経
寿
量

品
を
論
す
と
功
徳
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
 

、つ
。
 

要
す
る
に
、
無
漸
破
戒

・
悪
行
に
対
し
て
、
右
に
見
た
よ
う
に
、
 

拒
否
し
な
い

〔
受
容す
る
〕
事
例
が
存
在
す

る
の
で
あ
り
、
こ
れ

は
「
今
昔
物
語
集
」
 の
説
話
の
中
で
も
特
異
で
あ
り
、
注
意
す
べ

き
こ
と
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

【
注1
】
 「
今昔
物
語
集
」
 の
引
用
は
、
山
田
孝
雄
ほ
か
校
注
・
日
本

古
典
文
学
大
系
本
合
石
波
書店
刊
〉
によ
る
。
以
下
同
じ
。
 

【
注2
】
 「
法華
験
記
」
 の
引
用
は
、
日
本
思
想
大
系
本
合
石
波
書
店

刊
〉の
訓
読
文
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。
 

一
 
一

 

そ
の
他
の
破
戒
・
悪
行
説
話
を
見
る
前
に
、

『
今
昔物
語
集
」
 

本
朝
・
仏
法
部
の
悪
行
や
罪
障
に

つ
い
て
概
観
す
る
。
い
う
ま
で

も
な
く
、
本
朝
・
仏
法
部
に
は
、
殺
生
の
罪

‘
倫
盗
の
罪

・
邪
姪
 

m
 



の
罪
・
執
着
の
罪
・
仏
法
不
信
の
罪
・
不
孝
の
罪
な
ど
、
様
々
な
 

こ
の
他
に
も
、
巻
十
二
e
三
十
六
に
、
あ
る
男
は

「
生類
ヲ
殺

 

罪
障
が
記
さ
れ
て
い
る
。
 

m
 殺
 
生

 

い
う
ま
で
も
な
く
、
殺
生
は
、
十
悪
の
第
一
、
五
戒
の
第
一
で

あ
り
、
仏
教
で
最
も
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
 

「
今昔
物
語
集
』
巻
二
十
の
二
十
ー
三
十
六
に
、
寺
物
犯
用
の

罪
・
執
着
の
罪
・
邪
見
の
罪
・
乞
食
僧
を
打
つ
罪

‘
殺
生
の
罪
・

不
孝
の
罪
な
ど
が
集
中
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
殺
生
の
罪
に
関

し
て
は
、
巻
二
十
の
二
十
八
話
ー
三
十
話
に
見
ら
れ
る
。
 

①
第
二
十
八
話
は
、
兎
を
殺
し
た
大
和
国
の
人
は
全
身
に
毒
癒

を
受
け
て
死
ん
だ
と
い
う
現
報
話
で
あ
る
が
、
話
末
に

「
殺
生
ハ

人
ノ
遊
ビ
鵬

レ
ノ
欝
ナ
レ
ド
モ
、
生
類
ノ
命
惜
ム
事
ハ
、
人
ニ

ハ
増
ル
也
o
然
バ
、
我
ガ
命
ヲ
幌

ヲ
以
テ
、
彼
ガ
心
ニ
層

ヘ
テ
、
 

永
ク
殺
生
バ
叫
心
シ
」
と
戒
め
て
い
る
o
②
二
十
九
話
は
、
馬
を

殺
し
た
河
内
国
の
人
は
熱
湯
の
中
に
両
眼
を
落
と
し
た
と
い
う
現

 

サ
キ

 

報
話
で
、
話
末
に

「畜
生
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
皆
我
ガ
前
ノ
世
ノ
父

母
也
、
殺
生

ハ
が
硫
此

、
ンo」
と
殺
生
の
罪
を
禁
じ

て
い
る
o
③

三
十
話
は
、
卵
を
焼
き
食
っ
た
和
泉
国
の
男
は
大
火
傷
を
負
い
死

ん
だ
現
報
話
で
、
人
々
は

「
殺
生
ノ
罪
ニ
依
テ
、
城

ニ
地
獄
ノ

 

シ
メ
ス

 

報
ノ
示
也
」
と
云
っ

て
、
殺
生
を
戒
め
た
と
あ
る
。
 

ツ
ク
ラ

 

シ
、
仏
ノ
物
ヲ
犯
セ
リ
キ
、
 一
塵
ノ
善
根
ヲ
不
造
ズ
。
此
レ

ニ
依

 

ヒ
マ

 

テ
、
地
獄

ニ
堕
テ
、
苦
ヲ
受
ル
事
隙
無
シ
。
」
と
あ
り
、
殺
生
の

罪
は
重
く
、
地
獄
に
墜
ち
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
 

②
 
倫
 
盗

 

倫
盗
は
、
た
と
え
子
供
の
物
を
盗
用
（
借
用
）
し
て
も
罪
と
考

え
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
高
橋
東
人
の
母
は

「
前
世
ニ
此
ノ
男
主
ノ

母
ト
シ
テ
子
ノ
物
ヲ
ホ
！越
マ
ニ
盗
こ
属

シ
タ
リ
シ

ニ
依
テ
、
今
、
 

セ
メ
 

ツ
ク
ノ

 

牛
ノ
身
ヲ
受
テ
其
ノ
債
ヲ
償
フ
也

」
〔
巻
十
二
の
二
十
五
〕
と
あ

る
。
同
様
の
事
例
は
、
巻
十
四
の
三
十
七
に
、
大
和
国
の
家
主
の

父
は
 
「前
世

ニ
人
ニ
与
ヘ
ム
ガ
為
ニ
、
不
告
ズ
シ
テ
子
ノ
稲
ヲ
十

東
取
レ
リ
キ
。
今
、
其
ノ
罪
ニ
依
テ
牛
ノ
身
ヲ
受
テ
、
其
ノ
業
ヲ

償
フ
也
」
と
あ
る
。
 

特
に
、
仏
の
物
・
寺
の
物
を
勝
手
に
使
用
す
る
こ
と
（
仏
物
欺

用
‘
寺
物
犯
用
）
は
重

い
罪
と
さ
れ
た
。

そ
の
事
例
は
、
巻
十
九

の
二
十
ー
二
十
二
、
巻
二
十
の
二
十
ー
二
十
二
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
 

例
え
ば
、
延
興
寺
の
僧
恵
脈
は
、
寺
の
薪

一
東
を
人
に
与
え
た
ま

ま
返
さ
ず
世
を
去
っ
た
が
、
死
後
、
子
牛
と
な
っ
て
寺
の
た
め
に

使
わ
れ
た
〔
巻
二
十
の
一
一
十
〕
。こ
れ
に
対
し
、
「
一
塵
ノ
物
也
ト
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云
ト
モ
借
用
セ
シ
物
ヲ
バ
惜
ニ
欧
遮
キ
也
o
衣
逮
シ
テ
死
ヌ
レ
バ
、
 

ツ
ク
ノ
フ

 

必
畜
生
ト
成
テ
、
此
レ
ヲ

償
也

」
と
戒
め
て
い
る
。
そ
の
他
の

場
合
も
仏
物
欺
用
・
寺
物
犯
用
の
罪
に

つ
い
て
、
「仏
物
（
欺
用
）
 

ハ
量
無
ク
罪
重
キ
物
也
ケ
リ
o
 

仏
物
ヲ
バ
、
ア
蝿

ニ
務
琵
ズ

シ
テ
、
人
ニ
モ
与
へ
、
僧
ニ

モ
畝
令
餓
キ
也
o
」
〔
巻
十
九e
二
十
 

】
〕
、「仏
物
（
欺
用
）
ハ
量
無
ク
罪
重
キ
物
也
ケ
リ
。」
〔
巻十
九
の

一
一
十
二
〕
、
「警
ヒ
、
銅
ノ
湯
ヲ
飲
ト
云
ト
モ
、
人
、
寺
ノ
物
ヲ
バ

雇
眼
飴
ズ
o

此
レ
、

極

テ
罪
有
ル

事
也

知

ヌ
o

舞
婦
犯

ス
事

 

ア

ル
ベ
カ

ラ

 

不
可
有
ズ
」
〔
巻
二十
の
二
十
一
〕
、「
人
ノ
物
ヲ
借
用
シ
テ

ハ
、
必

求
磁

キ
也
o

況
ヤ
仏
寺

ノ
物
ヲ
バ
、
大

ニ
耐
W
」
ベ
シ
o
」
〔
巻二

十
の
二
十
二
〕
な
ど
と
厳
し
く
戒
め
て
い
る
。
 

な
お
、
巻
十
五
の
四
・
薬
師
寺
の
済
源
僧
都
の
場
合
、

「
寺
ノ

別
当
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
寺
ノ
物
ヲ
群
」
ズ
シ
テ
、
常
ニ
念
仏
ヲ
唱

ヘ
テ
極
楽
ニ
生
レ
ム
事
ヲ
願
ヒ
」
臨
終
に
念
仏
を
唱
え
て
息
絶
え

よ
う
と
し
た
時
、
地
獄
よ
り
火
の
車
が
来
て
、
地
獄
の
鬼
は

「
先

 

ツ
カ
ヒ
 

イ
マ

 

年

ニ
、
此
ノ
寺
ノ
米
五
斗
ヲ
借
テ
仕

タ
リ
キ
。
而
ル

ニ
、
未
ダ

 

カ
ヘ
シ
ヲ
サ
メ

 

其
ヲ
不
返
納
ズ
。
其
ノ
罪
ニ
依
テ
、
此
ノ
迎
ヲ
得
タ
ル
也
」
と
言

っ
た

（
済源
は
弟
子
に

「速
ニ
米
一
石
ヲ
以
テ
寺
ニ
送
リ
可
奉
シ
」
と

命
じ
、
堕
地
獄
を
免
れ
、
極
楽
に
往
生
し
た
）
の
で
あ
る
。
『
今昔
物

語
集
』
の
編
者
は

「此
レ
ヲ
鵬

ニ
、
慰
謝
ノ
程
ノ
罪
ニ
依
テ
、
 

ム
カ
ヘ
 

ツ
 
ヒ

 

火
ノ
車
迎

ニ
来
ル
。
何
ニ
況
ヤ
、
窓

ニ
寺
物
ヲ
犯
シ

仕

タ
ラ
ム

 

寺
ノ
別
当
ノ
罪
、
思
ヒ
露
（
シ
」
と
寺
物
犯
用
の
罪
の
重
さ
を
記

 

し
て
い
る
。
 

⑧
 
臆
 
患

 

瞬
患
に

つ
い
て
は
、
巻
十
三
の
六

・
同
 
八
話
な
ど
に
記
さ
れ

て
い
る
。
 

①
多
々
院
の
持
経
者
を
常
に
供
養
し
て
い
た
俗
人
は
病
死
し
て

五
日
後
に
蘇
っ
た
が
、
冥
途
で
七
宝
の
塔
を
目
に
す
る
。
虚
空
に

声
あ
り
て
、
俗
人
に

「
此
ノ
塔
ハ
彼
ノ
持
経
ノ
聖
人
ノ
法
花
ヲ
論

ス
ル
時
、
宝
塔
品

ニ
至
テ
出
現
シ
給
ヘ
ル
所
ノ
塔
也
。
而
ル

ニ
、
 

彼
ノ
聖
人
、
唄
患
ヲ
以
テ
弟
子
童
子
ヲ
阿
噴
シ
罵
署
ス
。
其
ノ
唄

 

イ
デ
キ
 

ヤ
ク
 

モ
シ
 

ト
k
・

 

患
ノ
火
、
忽

ニ
出
来
テ
宝
塔
ヲ
焼
也
。
若
、
唄
患
ヲ
止
メ
テ
経
ヲ

認
シ
テ
ハ、
微
妙
ノ
宝
塔
、
世
界

ニ
藩
夢
フ
ム
o
 

」
と
告
げ

ら

れ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
持
経
者
は
弟
子
・
童
子
を
捨
て
て
、
 一
人

で
心
を
専
ら
に
し

て
法
華
経
を
読
論
し
た
〔
巻
十
三
の
」ハ
〕
。唄
患

は
罪
悪
で
あ
り
、
往
生
極
楽

の
障
害
に
な
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 

②
僧
道
乗
は
若

い
時
か
ら
老
い
に
い
た
る
ま
で
法
華
経
を
怠
る

こ
と
な
く
読
論
し
て
い
た
が
、
「
磁
テ
心
儀
I
I、
テ
、時
々
童
子
ヲ

 

ノ
 

ウ

 

罵
リ
罰
ッ
事
ゾ
有
ケ
ル
。
 

（道
乗
、
夢
に
）
坂
本
ョ
リ
初
メ

 

オ
ホ
ク

 

テ
大
獄
ニ
至
ル

マ
デ
多

ノ
堂
舎

・
楼
閣
ヲ
造
リ
重
ネ
タ
リ
、
瓦
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ヲ
以
テ
か
キ
金
銀

ヲ
以
テ
馨

レ
リ
o
其
ノ
中

ニ
、
多
ノ
経
巻

ヲ
安

置
シ
奉
レ
リ
。
黄
ナ
ル
紙

・
朱
ノ
軸
、
紺
ノ
紙
・
玉

ノ
軸
也
、
皆

金
銀

ヲ
以
テ
書

タ
リ
。
（
道
乗
は不
審
に
思
っ
て
老
僧
に
尋
ね
る
と
）
 

老
僧
答

テ
云
ク
、
『此
レ

ハ
、
汝
ガ
年
来
読
論
セ
ル

所
ノ
法
花
大

 

ツ
、、
、
オ

 

乗
也
。
大
獄
ョ

リ
始
テ
水
飲
ニ
至
ル

マ
デ
積
置
ケ
ル
経

ハ
、
汝
ヂ

西
塔

ニ
住
セ
シ
時
読
論
セ
ル
所
ノ
経
也
。
水
飲
ョ

リ
始
テ
柿
ノ
木

ノ
本

マ
デ
積
置
ケ

ル
経

ハ
、
法
性
寺

ニ
住
シ

テ
読
論
セ
ル
所
ノ
経

 

ウ
マ
ル
べ

 

也
。
此
ノ
善
根

ニ
依
テ
、
汝
、
浄
土

ニ
可
生
シ
』
ト
。
道
乗
、

此

レ
ヲ
聞
テ
、

『奇
異
也
』
 ト
思

フ
間

ニ
、
俄
ニ
火
此

耗

テ
ー
部

ノ

 

ヤ
ケ
 

オ
コ

 

経
焼
ヌ
。
 

（
老僧
は
）
『
此
レ

ハ
、
汝
ガ
唄
患

ヲ
発
シ
テ
童
子

 

ヤ
キ

 

ヲ
勘
当
セ
シ
時

ニ
読
論
セ
シ
経

ヲ
唄
患
ノ
火
ノ
焼
ツ
ル
也
。
然
レ

 

イ
ョ
イ
 

マ
キ
リ

 

バ
、
汝
ヂ
、
膜
患

ヲ
断
テ
バ
、
善
根
弥

ョ
増
テ
必
ズ
極
楽

ニ
 参

ナ
ム
』
ト
云
フ
」

と
見
て
、
夢
さ
め
た
。

そ
の
後
、
道
乗
は

「
悔

ヒ
悲
テ
、
仏
ニ
向

ヒ
奉
テ
、
永
ク
唄
患

ヲ
断
テ
、
心
ヲ
励
シ
テ
法

花
経
ヲ
読

論
シ

テ
、
更

ニ
余
ノ
心
無

シ
」
〔
巻
十
三
の
八
〕
と
あ
る
。
 

こ
e
説
話
の
文
末

に

「
眼
患

ハ
無
叫
キ
罪
障
也

o
善
根

ヲ
修
セ
ム

 

オ

コ
サ

 

時
、
専

ニ
唄
患
ヲ
不
発
ズ
ト

ナ
ム
語
リ
伝

ヘ
タ
ル
ト

ヤ
。
」
と
記

し
て
お
り
、
唄
患
は
罪
障
で
あ

り
、
往
生
の
障
害
に

な
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
 

つ
ま
り
、
多

々
院
の
持
経
者

や
僧
道
乗
の
み
な
ら
ず
、

（
「
今
昔

物
語
集
」
往
生
説
話
に
お
い
て
）
人
々
は
善
根
を

積
め
ば

そ
れ

が
 

【
金
銀
泥
の
経
巻あ
る
い
は
宝
塔
と
い
う
形
で
】
累
積
さ
れ
、

往
生
業

と
な
る
が
、
膜
患
な
ど

の
罪
を
造
る
と
、
そ
の
善
根
が
と
り
消
さ

れ
、
往
生
で
き

な
く
な
る
と
信
じ
た
。
 

言
う
ま
で
も

な
く
、
人
間
は
生
き
て
い

る
以
上
、
唄
患
な
ど

の

煩
悩
が
生
じ

て
く
る
が
、

そ
れ
を
断
ち
切
る
こ
と
は
非
常
に

困
難

で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
往
生
を

妨
げ

る
罪
と
考
え
ら
れ

た
か

ら
、
そ
の
罪
を
造
ら
な
い
た

め
に
人

々
は
世
俗
的

な
生
活
を
離
れ

て
山
林
や
山
寺
な
ど
に
遁
世
し

た
の
で
あ

る
。
【注
3
】
 

【
注3
】
 そ
の
典
型
的
な
事
例
と
し
て
良
算
持
経
者
は
 
「
此ノ
身
ハ

此
レ
、
水
ノ
沫
也
。
命
ハ
亦
、
朝
ノ
露
也
。
然
レ
バ
、
我
レ
、
 

此
ノ
世
ノ
事
ヲ
群
ー
ズ
シ
テ
、
後
世
ノ
勤
メ
ヲ
郵

マ
ム
」
と

思
っ
て
、
金
峰
山
の
葡
獄
に
寵
っ
て
十
余
年
間
法
華
経
を
読
み
、
 

「煩
悩
不
浄
ノ
蝉

ヲ
奔
テ
、
」
入
滅
し
た

〔
巻士
一
の
四
十
〕
 

と
あ
る
。
多
く
の
修
行
者
た
ち
は
現
実
の
生
活
を
犠
牲
に
し
、
 

山
林
に
交
わ
っ
て
後
世
の
安
穏
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。
中
で
も

特
に
極
端
な
い
き
方
を
し
た
の
は
痘
猶
拘
開
梨
で
あ
っ
た
。
信

誓
は

「幼
稚
ノ
時
ョ
リ
法
花
経
ヲ
受
持

テ
日
夜
ニ
読
論
ス
、
 

亦
、
真
言
ヲ
受
ケ
習
テ
、
朝
暮
ニ
修
行
ス
。
而
ル
間
、
堅
固
ニ

道
心
発
ケ
レ
バ
、
永
ク
現
世
ノ
名
聞
・
利
養
ヲ
奔
テ
、
、
偏
ニ

後
世
ノ
仏
果
・
菩
薩
ヲ
願
」
っ
て
修
行
を
重
ね
た
が
、
信
誓
は
 

「
我
レ
、年
来
、
多
ノ
法
花
経
ヲ
読
論
シ
、
法
ヲ
修
行
シ
テ
、
 

必
ズ
、
其
ノ
功
徳
無
量
ナ
ラ
ム
。
其
レ
ニ
世
ニ
久
ク
有
ラ
バ
、
 

罪
喋
”
造
テ
、ト
生
死
ニ
輪
廻
セ
ム
序
い
雄
ヒ
不
有
ジ
。
然
レ
パ

只
不
如
ジ
、
疾
ク
死
テ
、
悪
業
ヲ
不
造
ジ
」
と
思
っ
て
、
「
附
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④
 
執
着
・
愛
執

耶
 

金
銭
に
執
着
し
、
そ
の
罪
に
よ
り
蛇
に
生
れ
た
と
い
う
事
例
は
、
 

巻
十
四
の
四
に
、
千
両
の
金
に
執
着
し
た
奈
良
京
の
女
は

「
其
ノ

 

ソ
ノ

 

罪
ニ
依
テ
、

毒
蛇

ノ
心
ヲ
受

テ
、
其
ノ
金
ヲ
守
テ
墓
ノ
所
ニ
其

 

ホ
ト
リ
 

ハ
 ナ
レ
 

ハ
カ
リ
ナ
 

タ
ヘ
ガ
タ

 

辺
 
ヲ
不
離
ズ
シ
テ
有

リ
、
苦
ヲ
皿
又
ル事
無
量
ク
シ

テ
、
難
堪
キ

事
無
卿
シ
」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
三
十
貫
の
銭
に
執
着
し
た
馬

庭
山
寺
の
僧
は
毒
蛇
の
身
と
な
っ
た
〔
巻
二
十
の
二
十
四
〕
な
ど
、
 

少
な
く
な
い
。
巻
十
四
の
一
、
無
空
律
師

の
場
合
、
心
正
直
に
し

て
道
心
深
く
、
念
仏
を
唱
え
怠

る
こ
と
が

な
か
っ
た
。
無
空
は
 

「
没後
ノ
料
」
 の
銭
を
天
井
の
上
に
隠
し
置
き
、
病
死
し
た
。
親

し
か
っ
た
大
臣
の
夢
に
、
無
空
は

「
 

「
没後
ニ
弟
子
共
煩
ヒ

有
リ
ナ
ム
」
 ト
思
テ
、
銭
万
ヲ
没
後
ノ
料
ニ
充
テ
ム
ガ
為
ニ
、
房

ノ
天
井
ノ
上
ニ
隠
シ
置
タ
リ
キ
。
『死
ナ
ム
時
ニ
臨
テ
、
弟
子
共

ニ
鷲
疑

と
ト
暁

給
ヒ
シ
ニ
、
病
ニ
煩
ヒ
シ

間
、
其
ノ
事
忘

レ
テ
、
P
毎
ズ
シ
テ
死
ニ
キ
o
寿
」
、
其
ノ
事
ヲ
知
ル
人
無
シ
o
 

己
レ
、
其
ノ
罪
ニ
依
テ
、
蛇
ノ
身
ヲ
受
テ
、
銭
ノ
所
ニ
郁
ァ
苦
ヲ

受
ル
事
量
無
シ
。
 

」
と
告
げ
た
。
無
空
は
金
銭
に
執
着
し
た

と
い
う
程
で
も
な
い
の
に
、

蛇
の
身
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
《
但

し
、
無
空
は
大
臣
の
法
華
経
書
写
供
養
の
功
徳
に
よ
り
蛇
身
を
免

れ
、
「
年
来
ノ
念
仏
ノ
力
」
 に
よ
っ

て
極
楽
に

往
生
し

た
と
い

う
。
》
 

子
」
・
「和
多
利
」
な
ど
の
毒
薬
・
毒
茸
を
食
っ
て
自
殺
を
計
っ

た
の
で
あ
る
〔
巻
十
二
の
三
十
七
〕
。
そ
の
結
果
は
法
華
経
の

霊
験
力
に
よ
り
死
な
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
信
誓
は
後
世
の
安

穏
を
願
う
あ
ま
り
、
現
世
を
否
定
し
、
自
殺
を
企
て
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。
 

な
お
、
右
記
と
同
類
の
例
が

「法
華
験
記
」
 に
見
ら
れ
る
。
 

即
ち
、
巻
上
・
十
五
に
、
薩
摩
の
一
沙
門
は
出
家
後
、
三
年
寵

山
し
て
千
部
の
法
華
経
を
読
論
し
、
「
発
し
難
き
信
を
発
し

て

千
部
の
経
を
論
せ
り
。
自
他
の
罪
を
悔
し
て
三
時
に
繊
悔
す
。
 

若
し
我
れ
山
を
出
で
て
人
問
に
交
雑
せ
ば
、
世
習
に
染
著
し
還

て
悪
業
を
作
り
、
邪
見
に
牽
か
れ
、
円
乗
の
善
を
廃
せ
ん
。
我

れ
身
命
を
愛
せ
ず
、
但
極
楽
に
生
ぜ
ん
と
念
ず
。
身
を
焼
き
三

宝
に
供
養
す
る
に
如
か
ず
」
と
思
っ
て
、
焼
身
往
生
を
遂
げ
た

と
あ
る
。
こ
の
他
、
焼
身
往
生
の
例
は
「
三
外
往
生
記
」
に
五

例
（
薩
摩
国
無
名
上
人

・
金
剛
定
寺
上
人
附
小
児
・
僧
永
助
・

江
州
優
婆
塞

・
入
道
念
覚
）
見
ら
れ
る
。
 

焼
身
往
生
と
同
様
に
、
後
世
の
安
穏
を
願
い
、
現
世
を
否
定

し
た
例
と
し

て
入
水
往
生
が
あ
る
。
「後
拾
遺
往
生
伝
」
巻
上

に
、
薩
摩
の
国
府
の
旅
僧
は
裟
婆
は
無
常
界
な
り
、
何
の
益
あ

ら
ん
と
言
っ
て
、
偏
に
極
楽
往
生
を
願
い
、
念
仏
し
て
入
水
し

た
と
あ
り
、
同
書
の
巻
下
に
、
僧
行
範
は
常
に
無
常
を
観
じ
自

ら
有
為
を
厭
い
、
天
王
寺
に
詣
で
一
心
に
念
仏
し
海
中
に
身
を

投
じ
た
と
あ
る
。
こ
の
他
、
入
水
往
生
の

例
は
 
「
二
外
往
生

記
」
 に

一
例
（
江
州
入
水
上
人
）
見
ら
れ
る
。
 



橘
の
木
や
紅
梅
の
木
を
愛
し
た
愛
執
の
罪
に
よ
り
蛇
に
生
ま
れ

た
と
い
う
事
例
も
あ
る
。
巻
十
三
の
四
十
二
に
、
六
波
羅
蜜
寺
の

僧
講
仙
は
、
死
後

「
我
レ
、年
来
、
法
華
経
ヲ
議
シ
ヲ
常
ニ
離
、
ン

 

オ
コ
シ

 

ニ
依
テ
、
時
々
道
心
ヲ
発
テ
、

極
楽

ヲ
願
ヒ
テ
、
念
仏
怠
タ
ル

 

タ
ノ
モ

 

事
無
カ
リ
シ
カ
バ
、
後
世

ハ
憲
シ

ク
思
ヒ
シ

ニ
、
墓
無
キ
小
事

ニ
依
テ
、
我
、
小
蛇
ノ
身
ヲ
受
タ
リ
。
其
ノ
故
ハ
、
我
、
生
レ
タ

リ
シ
時
、
房
ノ
前
ニ
橘
ノ
木
ヲ
磁
タ
リ
シ
ヲ
、
 

常
ニ
識
リ
此

レ
ヲ
愛
シ
キ
o
其
ノ
事
重
キ
罪
ニ
非
ズ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
愛
執
ノ
通

ニ
依
テ
、
小
蛇
ノ
身
ヲ
受
テ
、
彼
ノ
木
ノ
下
ニ
住
ス
。
 

」
と

告
げ
た
と
あ
る
。
巻
十
三
の
四
十
三
に
も
、
西
の
京
の
女
子
が
紅

梅
の
木
を
愛
し
て
小
蛇
の
身
を
受
け
た
と
い
う
類
話
が
あ
る
。
要

す
る
に
、
橘
や
紅
梅
を
愛
す
と
い
う
こ
と
は
、
金
銭
に
執
着
す
る

と
い
う
程
の
罪
と
は

い
い
が
た
い
が
、
「
愛
執
ノ
過
」
と
さ
れ
て

お
り
、
往
生
の
障
害
に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
、
罪
と
い
う
程
で
も
な
い
の
に
、
念
願
の
往
生
を
遂
げ

 

る
こ
と
が
で
き
ず
、
蛇
の
身
を
受
け
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
 

巻
 

オ
コ

 

二
十
の
二
十
三
に
、
横
川
の
某
僧
は

「道
心
発
シ
テ
、
年
来
、
 

ウ
マ
レ
ム

 

阿
弥
陀

ノ
念
仏
ヲ
唱
ヘ
テ
、

偏
ニ
極
楽

ニ
 生
 
ト
願
ヒ
ケ
リ
。
 

（
臨終
に
は
）
枕
上
ニ
阿

弥
陀
仏
ヲ
安
置
シ
テ
、
其
ノ
御
手

 

ツ
ケ
 

ヒ
カ

 

ニ
五
ロ
（色
）
ノ
糸
ヲ
付
奉
テ
、
其
レ
ヲ
引
ヘ
テ
、
念
仏
ヲ
唱
フ
ル
  

事
、
四
五
十
遍
誠

シ
テ
、
寝
入
ル
ガ
如
ク
シ
テ
継

M
ヌ
o」
弟
子

達
は

「
年
来
ノ
本
意
鳶
山
ズ
、
必
ズ
極
楽

ニ
参
リ
ヌ
」
と
尊
び
喜

ん
だ
が
、
 一
人
の
弟
子
の
夢
に

「
（某
僧
は
）
死
ヌ
ル
麟
、
ニ
臨
テ
、
 

タ
エ

 

他
ノ
念
無
ク
、
念
仏
ヲ
唱
ヘ
テ
、
絶
入
ラ
ム
ト
思
ヒ
シ
程
ニ
、
棚

ノ
上
一
亮

酢
ノ
瓶
ノ
有
シ
ヲ
、
不
意
ニ
目
ニ
見
付
テ
、

「此
レ

ヲ

誰
取
ラ
ム
ト
為
ラ
ム
」
ト
捕
、

口
ニ
ハ
念
仏
ヲ
唱
へ
儒

ラ
、
心

 

オ
モ
 

ハ
 

ア
シ

 

ニ
只
一
度
思
ヒ
シ
ニ
、
其
ヲ
罪
ト
モ
不
思
ズ
シ
テ
、
悪
ク
思
ヒ
ケ

リ
ト
モ
思
ヒ
P
還

ズ
シ
テ
継
M
ニ
キ
o
其
ノ
罪
ニ
依
テ
、
此
瓶
ノ

内
ニ
小
蛇
ノ
身
ヲ
受
テ
有
ル
也
。
 

」
と
告
げ
た
と
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
些
細
な
罪
に
よ
っ
て
も
蛇
の
身
を
受
け
る
の
で
あ
り
、
 

往
生
の
む

つ
か
し
さ
を
伝
え
て
い

る
。
こ
の
説

話
の
文
末
に
 

「
 

死
ナ
ム
時
ニ
ハ
、
墓
無
キ
物
ヲ
バ
取
隠
シ

テ
、
仏
ョ
リ
外

ニ
他
ノ
物
ヲ
バ
札
手
鵬
ズ
ト
ヲ
、
横
川
源
信
僧
都

ハ
語
リ
給
ヒ
ケ

ル
 

」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
は

「往
生
要
集
」
 の
思
想
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。
【注
4
】
 

ち
な
み
に
、
横
川
の
某
僧
の
説
話
〔
巻
二
十
の
二
十
三
〕
に

関
連
す
る
点
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。
 

巻
十
二
の
三
十
三
に
、
増
賀
聖
人
は
臨
終
に
龍
門
聖
人
を

呼
ん
で
碁
を
打
つ
ま
ね
を
し
た
が
、
そ
の
理
由
は

「
早
ウ
小

 

ウ
チ

 

法
師
也
シ
時
、
碁
ヲ
人
ノ
打
シ
ヲ
見
シ
ガ
、
只
今
、
口
ニ
念

 

ウ
タ

 

仏
ヲ
唱
へ
乍
ラ
心
ニ
思
ヒ
出
ラ
レ
テ
、
「
碁
ヲ
打
バ
ヤ
」
 ト
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思
フ

ニ
依
テ
」
で
あ
り
、

増
賀
聖
人
は
泥
障
を

頚
に
か
け
て

舞
っ
た
が
、
昔
そ
の
舞
い
を

見
て
 
「
好
マ
シ
ト
思
ヒ
シ
ガ
、
 

オ
モ
ヒ
イ
ダ
サ
レ

 

年
来

ハ
忘
レ
タ
リ
ツ
ル

ニ
、
只
今

被
思
出
タ
レ

バ
、
其
レ
、
 

遂
ム
ト

思
テ
ひ

デ
ツ
ル
也
o

今

ハ
思
フ
事
、
露
、
無
シ
」
と

言
っ

て
入
滅
し
た
と
あ
る
。
臨
終

に
た
と
え
些
細
な

こ
と
で

も
執
着
を

お
こ
し

て
は
、
横
川
の
某
僧
の
よ
う
に
往
生
で
き

な
く
な
る
か
ら
、
増
賀
聖
人

は
碁
を
打
っ
た
り
、
泥
障
を
頚

に
か
け
て
舞
っ
た
り
し

て
、
執
着
を
な

く
し

「
正
念
に
住
し

て
」
入
滅
し
た
の
で
あ

る
。
 

【
注
4
】巻
二
十
の
二
十
三
の
背
景
に

「
往
生
要
集
」
大
文第
六
別

時
念
仏
の
第
ニ
臨
終
の
行
儀
の
臨
終
に
行
な
う
念
仏
の
作
法
が

考
え
ら
れ
る
。
次
に
紹
介
す
る
。
 

初
に
行
事
と
は
、
四
分
律
抄
の
膳
病
送
終
の
篇
に
、
中
国
本

伝
を
引
き
て
云
く
、
 

つ
く

 

紙
恒
の
西
北
の
角
、
日
光
の
没
す
る
処
に
無
常
院
を
為
れ
り
。
 

お
 

も
し
病
者
あ
ら
ば
安
置
し
て
中
に
在
く
。
お
よ
そ
貧
染
を
生

ず
る
も
の
は
、
本
房
の
内
の
衣
鉢
、
衆
具
を
見
て
、
多
く
恋

著
を
生
じ
、
心
に
厭
背
す
る
こ
と
な
き
を
以
女
の
故
に
、
制

し
て
別
処
に
至
ら
し
む
な
り
。
堂
を
無
常
と
号
く
。
来
る
者

 

か
 
え
 

つ

 

は
極
め
て
多
く
、
還
返
る
も
の
は
一
、
二
な
り
。
事
に
即
き

て
求
め
、
専
心
に
法
を
念
ず
、
そ
の
堂
の
中
に
、
 一
の
立
像

を
置
け
り
。
金
薄
に
て
こ
れ
に
塗
り
、
面
を
西
方
に
向
け
た

り
。
そ
の
像
の
右
手
は
挙
げ
、
左
手
の
中
に
は
、
 一
の
五
線
  

の
幡
の
、
脚
は
垂
れ
て
地
に
曳
け
る
を
繋
ぐ
。
当
に
病
者
の

 

お
 

安
ん
ぜ
ん
と
し
て
は
、
像
の
後
に
在
き
、
左
手
に
幡
の
脚
を

執
り
、
仏
に
従
ひ
て
仏
の
浄
剰
に
往
く
意
を
作
さ
し
む
べ
し
。
 

贈
病
の
者
は
、
香
を
焼
き
華
を
散
ら
し
て
病
者
を
荘
厳
す
。
 

乃
至
、
も
し
尿
尿

・
吐
唾
あ
ら
ば
、
あ
る
に
随
ひ
て
こ
れ
を

 

除
く
。
 

（日
本
思
想
大
系
「
源
信
」
 二
〇
六
ベ
ー
ジ
）
 

三
 

以
上
、
前
節
で

概
観
し

た
よ
う
に

『
今
昔
物
語
集
」
 に
お
い
て

は
、
様

々
な
罪

・
悪
は
慎
む

べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
、

た
と
え
僅

か
な
罪
で

あ
っ

て
も
、
往
生
の
障

害
と
な
る
〔
あ
る
い
は
、
堕
地
獄

の
因
と
な
る
〕
と
恐
れ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
 

し
か
る
に
、
巻
十
三
の
三
十

七
話
の
よ
う
に
、
法
華
経
の
霊
験

を
説
く
あ
ま
り
、
無
漸
・
破
戒

の
悪
行
を
許
容

す
る
事
例
が

一
例

で
は
あ
る
け
れ
ど

も
、
存
在
す
る
。
法
華
経
を

受
持
し

て
い
れ
ば

ど
の
よ
う
な
悪

も
恐
れ

る
こ
と
は

な
い
と
い
う
誤
解
で

あ
る
。
外

面
は
僧
で
あ
っ

て
も
、
内
面
は
極
悪
・
非
道
で

あ
り
、
宗
教
者
と

は
無
縁
の
も
の
と
い
え

よ
う
。
 

◇
 

こ
の
説
話
と
対

照
を
な

す
の
が

巻
十
五
の
四
十
三
話

・
〈
丹
波

中
将
雅
通
の
往
生
説
話
〉
で
あ
る
。
そ
の
要
点
を

紹
介
す
る
。
 

ツ
ク
リ

 

雅
通
は
 
「
若
カ
リ
ケ
ル
程
ニ

…
 
心
ニ
非
ズ
罪

ヲ
造

ケ
リ
。
 



人
ニ
伴
ナ
ヒ
テ
春
ハ
山
ニ
入
テ
鹿
ヲ
狩
リ
、
秋
ハ
野
ニ
畔
デ
鶏
ヲ

 

カ
ク
ノ
ゴ
ト

 

殺
ス
。
如
此

ク
罪
ヲ
造
リ
、
栄
花
ヲ
好
ム
ト
云

ヘ
ド
モ
、
内

ニ

ハ
道
心
有
テ
、
常
ニ
世
ヲ
厭
フ
心
有
ケ
レ
バ
、
常
ニ
法
花
経

ヲ
論

 

イ
キ

 

シ
」
往
生
を
遂
げ
た
が
、
藤
原
道
雅
は

「彼
ノ
雅
通
ノ
中
将
、
生

 

コ
ノ
・、
、
 

タ
リ
シ
時
、
殺
生
ヲ
宗
ト

シ
テ
栄
花
ヲ
好
シ

人
也
。
何
ノ
善
根

 

マ
コ
ト

 

ニ
依
テ
カ
、
極
楽

ニ
往
生
セ
ム
。
若
シ
此

ノ
事
実
ナ

ラ
バ
、
極

 

コ
ノ
ム
べ

 

楽
ニ
生
レ

ム
ト
思
ハ
ム
人

ハ
殺
生
ヲ
宗
ト
シ
、
栄
花
ヲ
可
好
キ

也
」
と
誇
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
道
雅
は
六
波
羅
蜜
寺
の
説
法
を
聞

き
に
行
き
、
 一
人
の
老
尼
が
 
「
（
昨夜
、
夢
に
貴
き
僧
が
）
「
汝
ヂ
、
 

モ
ハ
ラ

 

更

ニ
歎
ク
事
無
ク
シ
テ
、
心
ヲ
専
ニ
シ

テ
念
仏
ヲ
唱
ヘ
バ
、
必

 

ア
 

ラ

 

ズ
極
楽

ニ
往
生
セ
ム
事
疑
ヒ
不
有
ジ
。
彼
ノ
左
近
ノ
中
将
雅
通
ノ

 

ツ
ク

ー
フ
 

ウ
ル
ハ
シ

 

朝
臣

ハ
、
善
根
ヲ
不
造
ズ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
只
、
心
ヲ
直

ク
、
ン
テ

法
花
経

ヲ
読
論
セ
シ
故
ニ
、
既
ニ
往
生

ス
ル
事
ヲ
得
テ
キ
』
（
と

お
告
げ
に
な
っ
た
）
」
 
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、
雅
通
の
往
生
を
信

じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
極
楽
に
往
生
す
る
た
め
に
は
、
悪
行

を
止
め
善
根
を
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
当
時
、
道
雅

の
疑
問
（
殺
生
を
し
、
善
根
を
積
ま
な
い
者
が
な
ぜ
往
生
で
き
る
の
か

と
い
う
疑
問
）
は
当
然
の

こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
雅
通

は
や
む
を
え
ず
罪
を
造
っ
た
の
で
あ
り
、
内
に
は
深
い
道
心
が
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
ひ
た
す
ら
善
根
を
積
む
こ
と
を
重
視
す
る
の
で

は
な
く
、
「
心
ヲ
直
ク
シ
テ
」
往
生
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
『
今
昔
 
 

物
語
集
」
 の
編
者
は
こ
の
説
話
の
末
尾
に

「
極
楽
ニ
往
生
ス
ル
事

 

ョ
 

ー
フ

 

ハ
、
善
根
ヲ
造
ル

ニ
ハ
不
依
ズ
、
只
、
心
ヲ
直
ク
シ
テ
経
ヲ
論
シ

念
仏
ヲ
叫
暇
キ
也
ケ
リ
」
と
記
し
て
お
り
、
功
徳
主
義
で
は
な
く
、
 

心
と
い
う
内
面
を
重
視
す
る
あ
り
方
を
賞
賛
し
て
い
る
。
 

◇
 

雅
通
の
往
生
と
は
異
な
る
内
容
で
あ
る
が
、
注
意
す
べ
き
説
話

群
〈
餌
取
法
師
な
ど
の
説
話
‘
巻
十
五
の
二十
七
ー
三
十
話
〉
を
取
り

上
げ
る
。
こ
れ
ら
四
説
話
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
餌
取
法
師
な
ど

が
肉
食
妻
帯
等
の
破
戒
行
為
を
し

つ
つ
、
一
方
で
尊
い
修
行
を
し
、
 

善
根
を
積
ん
で
往
生
を
遂
げ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
 

①
二
十
七
・
二
十
八
話
〈
北
山
餌
取
法
師
・
鎮
西
餌
取
法
師〉
は
、
 

両
話
と
も
外
面
は
肉
食
妻
帯
の
破
戒
行
為
を
な
す
賎
し

い
法
師
と

す
る
〔
特
に
鎮
西
餌
取
法
師
に
つ
い
て
は
「
頭
髪
ハ
三
四
寸
許
ニ
生
ヒ

テ
綴
ヲ
着
タ
リ
、
怖
ロ
シ
ク
機
ク
テ
更
ニ
影

俄
ク
モ
非
ズ
o
」
と
破
戒

僧
の
姿
を
強
調
し
て
い
る
〕
が
、
そ
の
内
面
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
 

決
し
て
悪
人
と
は
い
え
な
い
。
つ
ま
り
、
北
山
餌
取
法
師
は
後
夜

に
起
き
、
沫
浴
し
庵
室
に
て
「
仏
ノ
御
前
ニ
居
テ
、
弥
陀
ノ
念
仏

 

オ
コナ
フ

 

ヲ
日
日
F
一
丁
 
ム
旦
・
7
J
ー
レ
ーレ
hぐ
リ
、

直
（
旺一
直
『
良
土
A而
J
b、
「
比
D
一
 ？」
 

起
き
て
沫
浴
し
、
持
仏
堂
で

「
先
ヅ法
花
ノ
犠
法
ヲ
行
ヒ
ツ
。
次

ニ
法
花
経
一
部
ヲ
論
シ
テ
、
礼
拝
シ
テ
後
ニ
ハ
弥
陀
ノ
念
仏
ヲ
唱

フ
o

期
龍
、
誠
ぎ
婆

無
シ
」
と
あ
る
o

両
法
師
と
も
外
面
は
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賎
し
い
餌
取
で
、
肉
食
妻
帯
の
破
戒
僧
で
あ
る
が
、
そ
の
内
面
は

尊
い
修
行
者
で
あ
る
。
二
人
の
行
為
は
悪
と
善
の
同
居
で
矛
盾
す

る
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
の
内
実
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 

北
山
餌
取
法
師
の
場
合
は

「
醇
飲
キ
物
ノ
無
ケ
レ
バ
、
餌
取
ノ

 

ト
リ
 

ク
ー
フ
ヒ

 

取
残
シ
タ
ル
馬
・
牛
ノ
肉
ヲ
取
テ
持
来
テ
、
其
レ

ヲ
畷
テ
命

ヲ

養
テ
過
ギ
侍
ル
也
。
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
行
為
は
決
し

て
悪
行

と
は
い
え
な
い
。
さ
ら
に
、
鎮
西
餌
取
法
師
の
場
合
は

「弟
子
浄

尊

ハ
、
愚
痴
ニ
シ
テ
悟
ル
所
無
シ
。
人
ノ
身
ヲ
受
ケ
法
師
ト
成
レ

 

イ
ヘ
 

ナ
ク
 

カ
ヘ
リ
テ
 

オ
チ

 

リ
ト
云
ド
モ
、
戒
ヲ
破
リ
葱
無
シ
テ
、
 返
悪

道
ニ
堕
ナ
ム
ト
ス
。
 

今
生
ニ
栄
花
ヲ
彫
灘
躯
ニ
モ
非
ズ
、
只
、
仏
ノ
道
ヲ
願
テ
、
戒
律

ヲ
雌

テ
三
業
ヲ
調

ヘ
ム
事
ハ
、
仏
ノ
教
ヘ
ニ

ハ
P
献

ズ
o

分
段

ノ
身
ハ
、
衣
食

ニ
依
テ
罪
造
ル
、
檀
越
ヲ
憲
マ
ム
ト
思
ヘ
バ
、
其

恩
繊
誠

・
ンo
然
レ
バ
、
諸
ノ
事
、
皆
、
肩
舞
隊

ス
ト
云
フ
事
無

 

ハ
ナ
レ

 

シ
。
此
レ

ニ
依
テ
、
浄
尊
、
世
間

ニ
人
ノ
望
ミ
離

タ
ル
食
ヲ
求

テ
命
ヲ
継
テ
、
仏
道

ヲ
願
フ
0
雰
」
ル
、
牛
・
馬
ノ
鴎
彬
也
o
 

…

・
己
と
あ
っ
て
、
謙
虚
に
罪
深
い
凡
夫
の
身
を
自
覚
・
反
省
し
、
 

非
僧
非
俗
の
形
で
仏
道
を
求
め
て
い
く
有
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
 

そ
の
信
仰
態
度
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
善
根
を
積
み
重
ね
た
修
行
者
 

【
注
5
】
に
比
べ
て
は
る
か
に
宗
教
的
と
い
え
よ
う
。
 

【
注5
】
例
え
ば
、
往
生
・
成
仏
の
た
め
法
華
経
を
非
常
に
多
く
読

論
し
た
好
延
・
良算
・
理
満
持
経
者
な
ど
、法
華
経
の
意
味
内
  

容
を
考
え
ず
、
ひ
た
す
ら
読
論
に
励
ん
だ
者
が
多
く
み
ら
れ
る
 

〈
巻
十
二の
三
十
九
・
四
十
、
巻
十
三
の
九
〉
。こ
の
他
に
も

法
華
経
読
話
の
数
量
を
重
視
す
る
事
例
は
、
行
空
・
基
燈
・
蓮

長

・
備
前
の
僧
・
春
命
・
頼
真
〈
巻
十三
の
二
十
四
・
二
十

五
・
二
十
八
・
三十
一
、
巻
十
四
の
二
十
二
・
二
十
「
マ
。
こ

れ
ら
の
僧
た
ち
は
、
読
論
の
数
量
を
重
要
視
し
た
の
で
あ
る
が
、
 

法
華
経
の
呪
術
的
な
力
に
よ
っ
て
往
生
・
成
仏
を
願
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
 

②
二
十
九
話
〈
僧
尋
寂
〉
の
場
合
は
、
妻
帯
の
破
戒
僧
と
す
る

が
、
前
述
の
餌
取
法
師
と
同
様
、
そ
の
内
面
は
悪
人
で
は
な
い
。
 

尋
寂
は
夜
中
に
起
き
て
沫
浴
し
、
浄
衣
を
着
て
持
仏
堂
に
入
り
、
 

法
華
経
を
論
し
、
念
仏
を
唱
え
る
と
い
う
修
行
者
で
あ
る
。
尋
寂

は
旅
の
僧
摂
円
に
自
ら
を
「
弟
子
尋
寂
、
年
来
、
法
花
経
ヲ
読
論

シ
、
弥
陀

ノ
念
仏
ヲ
唱
ヘ
テ
、
仏
道
ヲ
願
フ
ト

云
ヘ
ド

モ
、
世

難
荊
キ
ニ
依
テ
、

如
ク
妻
子
ヲ
具

シ
タ
リ
o

然
レ
ド

モ
残
ノ
命

影
バ
クニ
非
ザ
ル
ガ
故

ニ
偏
ニ
菩
提
ヲ
知
ス
o
 

」
と
告
白
し
た
o
 

尋
寂
の
場
合
も
凡
夫
の
身
を
自
覚
し
、
非
僧
非
俗
の
姿
で
修
行
し

た
の
で
あ
る
。
 

③
三
十
話
〈
僧
薬
延
〉
は

「
形
、法
師
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
僧
ニ

非
ズ
、
頭
ノ
髪
ハ
二
寸
読

ニ
生
ジ
テ
、
俗
ノ
水
干
袴
ヲ
着
タ
リ
o
 

亦
、
狩
・
漁
ヲ
役
ト
シ
テ
魚
鳥
ヲ
食
ト
セ
リ
。
…
…
」
と
い
う
破

戒
の
沙
弥
で
あ
る
が
、
前
の
三
話
と
同
様
に
薬
延
は
夜
中
に
起
き
 



て
、
沫
浴
し
、
浄
衣
を
着
て
持
仏
堂
に
入
り
、
法
華
経
を
論
し
、
 

念
仏
を
唱
え
る
と
い
う
修
行
者
で
あ
る
。
同
宿
の
無
動
寺
の
聖
人

に

「
弟
子薬
延
、
罪
業
ニ
依
テ
殺
生
ヲ
宗
ト
シ
テ
、
葱
ノ
心
無
シ

ト
云
ヘ
ド
モ
、
偏
ニ
心
ヲ
至
シ
テ
法
花
経
ヲ
論
シ
、
弥
陀
ノ
念
仏

ヲ
唱
テ
、
極
楽

ニ
往
生
セ
ム
事
ヲ
願
フ
。
（薬
延
は
往
生
を
予
知
し
、
 

無
動
寺
の
聖
人
に
往
生
の
時
、
結
縁
を
勧
め
る
）」
【
注6
】と
語
っ
て
お

り
、
薬
延
の
場
合
も
破
戒
行
為
を
余
儀
な
く
し
つ
つ
も
修
行
に
励

ん
で
い
る
。
 

【
注6
】
 無
動
寺
の
聖
人
は
、
薬
延
の
往
生
の
予
知
に
つ
い
て
信
用

せ
ず
、
「
法花
経
ヲ
論
シ
、
念
仏
ヲ
唱
フ
ル
、
此
レ
斜
卿
キ
功

徳
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
魚
ヲ
捕
リ
鳥
ヲ
殺
ス
、
此
レ
極
メ
テ
重
キ

罪
障
也
o
何
ゾ
、
城
晦

ノ
罪
ヲ
域
何
ラ
、
忽
ニ
極
楽
ニ
往

生
ス
ル
事
有
ラ
ム
ヤ
。
此
レ
、
只
云
フ
事
ゾ」
と
疑
っ
た
と
あ

る
。
つ
ま
り
、往
生
す
る
た
め
に
は
、
善
根
を
積
む
だけ
で
な

く
、
同
時
に
罪
・
悪
を造
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
必
須
の
条
件

と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 

四
 

以
上
、
巻
十
三
の
三
十
七
話
「
無
漸
破
戒
僧
」
 の
話
に
注
目
し

て
、
『
今昔
物
語
集
』
の
破
戒

・
悪
行
説
話
を
検
討
し
た
。
そ
れ

ら
諸
説
話
の
内
容
は
一
様
で
は
な
く
、
異
な
る
が
、
二
の
①
ー
④

で
概
観
し
た
よ
う
に
、
悪
行
は
慎
む
べ
き
も
の
で
あ
り
、
さ
さ
い
  

な
罪
を
造
っ
て
も
墜
地
獄
の
因
・
往
生
の
障
害
に
な
る
と
恐
れ
ら

れ
た
。
そ
れ
が
共
通
す
る
考
え
方
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
 

し
か
し
、
巻
十
三
の
三
十
七
話
の
場
合
、
法
華
経
の
霊
験
を
強

調
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
無
漸
・
破
戒
の
悪
行
を
許
容
し

て
お

り
、
そ
こ
に
は
、
法
華
経
と
い
う
霊
験
あ
ら
た
か
な
お
経
を
受
持

し
て
い
れ
ば
ど
の
よ
う
な
悪
も
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
誤
解

が
見
ら
れ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
宗
教
と
は
無
縁
の
極
悪

・
非
道
の
事
例
は
『
今
昔

物
語
集
」
 に
は

一
例
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
同
類
の
誤
解
‘
 

曲
解
は
後
の
時
代
の
こ
と
に
な
る
け
れ
ど
も
少
な
く
な
い
。
そ
の

典
型
的
な
事
例
を
挙
げ
る
。
親
驚
の
消
息
『
末
燈
紗
』
第
十
七
通

に
 

、
 

な
に
よ
り
も
、
聖
教
の
を
し

へ
を
も
ル
ら
ず
、
ま
た
浄
土

宗
の
ま
こ
と
の
そ
こ
を
も
し
ら
ず
し
て
、
不
訓
司矧
調

d
別
週

佃
翻
馴d
幻
淵
“
ど
引d
側
刑
「
目
司
同
）
ば
同倒
幻
劉割
引

i
i
目

H加
司
引

ふ
べ
し
、
と
お
ほ
せ
ら
れ
さ
ふ
ら

ふ
な
る
こ
そ
、
か

へ
す
 

A
、
あ

る
べ
く
も
さ
ふ
ら
は
ず
。
北
の
郡
に
あ
り
し
善
乗
房

と
い
ひ
し
も
の
に
、

つ
カ
に
あ
ゆ
む
つ
る
、
こ
と
な
く
て
や

み
に
し
を
ば
み
ざ
り
け
る
に
や
。
川
夫
側
刊
ば

H
剃
い
司司
烈
～
 

d
H］
引剥
引
国
同
ij剥
刻
劉
同
「
国岡
、
ぬ
す
み
を
も
し
、
ひ
と
を
も

こ
ろ
し
な
ん
ど
す
べ
き
か
は
。
も
と
、
ぬ
す
み
ご

、
ろ
あ
ら
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ん
ひ
と
も
、
極
楽
を
ね
が
ひ
、
念
悌
を
ま
ふ
す
ほ
ど
の
こ
と

に
な
り
な
ば
、
も
と
ひ
が
う
だ
る
こ

、
ろ
を
も
、
お
も
ひ
な

を
し
て
こ
そ
あ
る
べ
き
に
、
そ
の
し
る
し
も
な
か
ら
ん
ひ
と
 

c
 

A
ー
に
、
悪
く
る
し
か
ず
と
い
ふ
こ
と
、
ゆ
め
ノ
‘
、あ
る
べ

 

か
ら
ず
さ
ふ
ら
ふ
。
煩
悩
に
く
る
は
さ
れ
て
、
お
も
は
ざ
る

ほ
か
に
、
す
ま
じ
き
こ
と
を
も
ふ
る
ま
ひ
、
い
ふ
ま
じ
き
こ

と
を
も
い
ひ
、
お
も
ふ
ま
じ
き
こ
と
を
も
お
も
ふ
に
て
こ
そ
 

D
 

あ
れ
。
削
ば
引
周
d
H
刻
劉
惣
同
H
コ
u司司
山
H
]d
だ
周
H～
引ぱ

ら
ぐ
ろ
く
、
す
ま
じ
き
こ
と
を
も
し
、
い
ふ
ま
じ
き
こ
と
を

も
い
は
ぐ
、
煩
悩
に
く
る
は
さ
れ
た
る
義
に
は
あ
ら
で
、
わ

ざ
と
、
す
ま
じ
き
こ
と
を
も
せ
ば
、
か
へ
す
ム
、
あ

る
ま
じ

き
こ
と
な
り
。
〈
以
下
略）
 

（
日
本古
典
文
学
大
系
「
親
鷺
集
 
日
蓮
集
」
 二
二
八
ー
二
二
九

ベ
ー
ジ
）
 

と
あ
る
。
親
鷺
の
時
代
に
、
考
え
ら
れ
な
い
放
逸
無
漸
の
者
た
ち

の
中
に
、
悪
は
思
う
が
ま
ま
に
行
う
が
よ
い
（
傍
線
部
A
）と
い
  

う
邪
義
が
見
ら
れ
る
。
悪
を
や
め
る
こ
と
の
で
き
な

い
凡
夫
だ
か

ら
、
ど
ん
な
悪
い
こ
と
も
思
う
ま
ま
に
し

て
よ
い

（
傍
線
部B
)
 

と
い
う
曲
解
や
、
〔
本願
を
信
じ
、
念
仏
を
と
な
え
れ
ば
往
生
は
決
定

す
る
の
で
〕
悪
を
犯
し
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
（
傍
線
部
c
）
と
い

う
邪
説
、
本
願
を
さ
ま
た
げ
る
程
の
悪
は
な
い
か
ら
と
い
っ
て
悪

行
為
を
す
る
（
傍
線
部
D
）
と
い
う
誤
解
が
横
行
し

て
い
る
こ
と

に
対
し
、
親
驚
は
驚
き
あ
き
れ
、
「
ゆ
め
？く
そ
の
沙
汰

あ
る
べ

く
も
候
は
ず
。
」
と

い
ま
し
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
造
悪
無

碍
」
や
「
本
願
ぼ
こ
り
」
 の
邪
義
は
「
末
燈
紗
」
第
二
十
通
・
第

二
十
一
通
・
第
二
十
二
通
な
ど
に
も
見
ら
れ
、
時
代
や
信
仰
の
背

景
は
異
な
る
が
、
「
無漸
破
戒
」
（
「末
燈
紗
」
第
十
七
通
）
と
い
う

非
宗
教
的
態
度
は
同
類
の
誤
解

・
邪
説
と
い
え
よ
う
。
 

な
お
、
巻
十
三
の
三
十
七
話
と
対
照
を
な
す
巻
十
五
の
四
十
三

話
、
あ
る
い
は
巻
十
五
の
二
十
七
話
ー
三
十
話
に

つ
い
て
言
及
す

べ
き
点
も
あ
る
が
、
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
 （

大
谷大
学
教
授
）
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